
農
業
振
興
課
畜
産
振
興
係
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市
は
、
市
民
の
意
見
を
聴
取
し
市
政
へ
反

映
す
る
た
め
、
広
聴
事
業
と
し
て
「
市
政
懇

談
会
」「
出
前
ト
ー
ク
」「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
」「
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
ナ
ー
・
モ
ニ

タ
ー
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
市
長
と
市
民
の
皆
さ
ん
が
直
接
対

話
す
る
機
会
を
増
や
す
た
め
、
平
成
26
年
度

か
ら
市
長
懇
談
会
「
庄
原
い
ち
ば
ん
談
議
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の「
庄
原
い
ち
ば
ん
談
議
」は
、「
庄

原
い
ち
ば
ん
づ
く
り
」
の
施
策
な
ど
に
つ
い

て
懇
談
を
行
い
ま
す
。

■
実
施
期
間　

11
月
15
日
㈬
～
平
成
30
年
１
月
15
日
㈪

（
原
則
、平
日
の
19
時
か
ら
１
時
間
30
分
程
度
）

■
対
象

　

市
民
ま
た
は
市
内
に
通
勤
も
し
く
は
通
学

す
る
方
を
含
む
、
お
お
む
ね
10
人
以
上
で
構

成
す
る
団
体
で
、
次
に
掲
げ
る
分
野
に
関
し

て
テ
ー
マ
を
設
け
、
懇
談
を
希
望
す
る
団
体

を
対
象
と
し
ま
す
。

※
自
治
振
興
区
は
別
に
市
政
懇
談
会
を
実
施

す
る
た
め
対
象
と
し
ま
せ
ん
。

※
宗
教
団
体
お
よ
び
政
党
な
ら
び
に
政
治
活

動
団
体
、
そ
の
他
市
長
が
適
当
で
な
い
と
認

め
る
団
体
は
実
施
対
象
団
体
か
ら
除
き
ま
す
。

※
懇
談
会
の
参
加
人
数
は
お
お
む
ね
10
人
か

ら
30
人
程
度
と
し
ま
す
。

　

第
11
回
全
国
和
牛
能
力
共
進

会
が
９
月
７
日
か
ら
11
日
ま

で
、
宮
城
県
仙
台
市
で
開
催
さ

れ
、
全
国
39
道
府
県
か
ら
過
去

最
多
の
５
１
３
頭
が
出
場
し
、

そ
の
優
秀
性
を
競
い
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
は
、
広
島
県
代
表

牛
と
し
て
18
頭
が
出
場
し
、
第

１
区
・
第
３
区
・
第
４
区
・
第

７
区
で
全
国
上
位
と
な
る
優
等

賞
を
獲
得
す
る
な
ど
、
産
地
規

平
成
29
年
度

市
長
懇
談
会
「
庄
原
い
ち
ば
ん
談
議
」

実
施
団
体
を
募
集
し
ま
す

行
政
管
理
課
広
報
統
計
係
☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
９

■
懇
談
テ
ー
マ

　
「
庄
原
い
ち
ば
ん
づ
く
り
」
の
施
策
な
ど

に
つ
い
て
懇
談
を
行
い
ま
す
。
時
間
的
制
限

が
あ
る
中
で
懇
談
を
深
め
る
た
め
、
懇
談
す

る
テ
ー
マ
は
次
の
３
つ
の
分
野
の
う
ち
１
つ

に
限
り
ま
す
。

①
地
域
産
業
の
い
ち
ば
ん

（
農
業
／
林
業
／
商
工
業
／
６
次
産
業
化
な

ど
）

②
暮
ら
し
の
安
心
の
い
ち
ば
ん

（
保
健
／
医
療
／
福
祉
／
危
機
管
理
／
教
育

／
環
境
な
ど
）

③
に
ぎ
わ
い
と
活
力
の
い
ち
ば
ん

（
定
住
／
観
光
交
流
／
市
民
活
動
／
自
治
振

興
な
ど
）

■
申
し
込
み

　

申
込
書
を
作
成
の
う
え
、
行
政
管
理
課
広

報
統
計
係
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
各
支
所
総
務
室
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

■
申
込
期
限　

11
月
10
日
㈮　

17
時
必
着

■
実
施
決
定

　

提
言
の
内
容
に
応
じ
、
市
長
が
実
施
団
体

を
決
定
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

行
政
管
理
課
広
報
統
計
係　
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和
牛
改
良
の
成
果
を

全
国
に
ア
ピ
ー
ル
！

模
で
勝
る
九
州
勢
が
上
位
を
独

占
す
る
中
、
広
島
・
庄
原
の
和

牛
の
優
秀
さ
を
示
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
は
、

和
牛
の
能
力
と
斉
一
性
の
向
上

を
目
指
す
も
の
で
す
。
本
市
に

お
い
て
も
、
今
大
会
の
成
果
を

も
と
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
、
引
き
続
き
和
牛
産
地
の
振

興
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

第
11
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

成績一覧
出品区（出品数） 出品者 成績

第１区【若雄】
（22頭）

広島県畜産技術セン
ター
管理者：羽賀　徹

優等賞11席

第２区【若雌の１】
（33頭） 垣内とみこ １等賞11席

第３区【若雌の２】
（32頭） 近藤　丈登 優等賞10席

第４区【系統雌牛群】
（14組56頭<4頭1組>）

見川　　昇

優等賞６席㈱藤谷上川畜産
三谷　美登
中市　圭祐

第５区【繁殖雌牛群】
（18組72頭<4頭1組>）

廣谷　信行

１等賞５席藤山　明春
清水　　充
田平　訓三

第６区【高等登録群】
（17組51頭＜3頭1組＞）

大迫　晴由
１等賞５席大迫　一三

大迫　貴史

第７区【総合評価群】
●種牛群

（16組64頭<4頭1組>）
●肉牛群

（16組48頭<3頭1組>）

広島県立庄原実業高
等学校

優等賞８席大迫　晴由

廣谷　信行
㈱ひば高原 田中牧場

「戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
」の
請
求

商工観光課にぎわい観光係　☎0824-73-1179

　

８
月
31
日
か
ら
９

月
２
日
に
か
け
て
、

大
阪
府
の
興こ
う
こ
く國
高
等

学
校
の
進
学
ア
カ
デ

ミ
ア
コ
ー
ス
の
１
年

生
２
９
４
人
が
、２

泊
３
日
の
宿
泊
研
修

で
庄
原
市
に
滞
在
し

ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
民
泊
体

験
（
８
月
31
日
か
ら

９
月
１
日
ま
で
の
１

泊
）を
は
じ
め
、２
日

間
で
生
徒
が
取
り
組

ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
の
様
子
を
レ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

初
日
は
市
内
で
民
泊
体
験

　

庄
原
市
に
到
着
し
た
生
徒
た
ち
は
、市

内
の
91
家
庭
に
分
か
れ
て
民
泊
体
験
を
し

ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
農
作
業
や

木
工
体
験
な
ど
を
し
て
、民
泊
受
け
入
れ

家
庭
と
交
流
し
な
が
ら
豊
か
な
さ
と
や
ま

の
暮
ら
し
を
堪
能
し
ま
し
た
。夕
食
は
生

徒
と
民
泊
受
け
入
れ
家
庭
の
方
が
一
緒
に

料
理
を
作
り
、み
ん
な
で
食
卓
を
囲
ん
で

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。地
元
で

採
れ
た
新
鮮
な
野
菜
や
お
米
を
使
っ
た
料

理
は
、都
会
で
暮
ら
す
生
徒
た
ち
に
も
大

好
評
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

生
徒
た
ち
が
滞
在
し
た
民
泊
受
け
入
れ

家
庭
か
ら
は
「
男
子
ば
か
り
と
聞
い
て
い

た
の
で
最
初
は
不
安
だ
っ
た
が
、し
っ
か

り
と
働
い
て
く
れ
て
と
て
も
良
か
っ
た
」

「
と
て
も
良
い
子
た
ち
で
一
緒
に
過
ご
し

て
楽
し
か
っ
た
」な
ど
の
感
想
が
あ
り
、生

徒
と
の
交
流
が
地
域
住
民
の
元
気
作
り
に

も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）
に
お
い
て
、

戦
没
者
等
の
遺
族
で
、
そ
の
戦
没
者
等
に
係
る

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
の
受
給
権
を
有

す
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、
額
面
25
万
円
、
５

年
償
還
の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
特
別

弔
慰
金
を
受
給
す
る
に
は
、
請
求
手
続
き
が
必

要
で
す
。

※
平
成
27
年
４
月
１
日
以
前
に
特
別
弔
慰
金
を

受
給
し
て
い
た
方
も
、
改
め
て
請
求
手
続
き
が
必

要
で
す
。
平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
に
亡
く
な
っ

た
方
に
つ
い
て
は
、
相
続
人
が
請
求
で
き
ま
す
。

対
象
者　

戦
没
者
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、
次
の

順
番
で
上
位
の
方
１
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

１
．
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
弔
慰
金
の
受

給
権
を
取
得
し
た
方

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．
戦
没
者
等
の 

①
父
母 

②
孫 

③
祖
父
母 

④
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
が
あ
る

な
ど
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ

り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

４
．
右
記
１
～
３
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等

内
の
親
族
（
お
い
、
め
い
な
ど
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以

上
生
計
関
係
が
あ
っ
た
方
に
限
り
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑　

②
請
求
書
な
ど
の
申
請
書
類
お
よ
び

戸
籍
な
ど
添
付
書
類
（
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。）

請
求
期
間　

平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

請
求
受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係
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ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市
民
生
活
室

２
日
目
は
市
内
各
地
で　
　
　
　
　

地
域
貢
献
や
交
流
活
動

　

民
泊
体
験
を
終
え
た
生
徒
は
、市
内
の

各
地
域
に
分
か
れ
て
地
域
活
動
に
取
り
組

み
ま
し
た
。東
城
町
に
あ
る
登
録
有
形
文

化
財
「
ヤ
マ
モ
ト
ロ
ッ
ク
マ
シ
ン
旧
自
治

寮
」の
保
存
活
動
や
県
立
広
島
大
学
で
学

生
と
一
緒
に
す
る
地
域
貢
献
活
動
に
関
す

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、西
城
紫
水
高
等
学

校
の
生
徒
と
の
交
流
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

高
校
生
が　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
山
市
長
や
住
民
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

２
日
目
に
は
生
徒
が
市
内
各
地
を
訪
問

し
、取
材
を
し
ま
し
た
。こ
れ
は
生
徒
が

庄
原
市
の
Ｐ
Ｒ
記
事
を
編
集
・
作
成
す
る

た
め
の
も
の
で
、木
山
市
長
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
他
に
、市
内
の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー

デ
ン
や
カ
フ
ェ
、民
泊
体
験
の
様
子
を
取

材
し
ま
し
た
。取
材
内
容
は
今
後
『
る
る

ぶ
特
別
編
集　

庄
原
市
』（
仮
称
）に
掲
載

さ
れ
る
予
定
で
す
。

民
泊
受
け
入
れ
家
庭
を
募
集
中
で
す

　

市
で
は
民
泊
体
験
を
受
け
入
れ
て
い

た
だ
け
る
家
庭
を
募
集
し
て
い
ま
す
。皆

さ
ん
も
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
心
温
ま

る
交
流
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

民
泊
登
録
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

庄
原
市
さ
と
や
ま
体
験
交
流
協
議
会
事

務
局
（
庄
原
市
観
光
協
会
）

☎
０
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大阪府の男子高校生が
庄原市に民泊しました！

ヤマモトロックマシン

で修復作業をお手伝い

久保善博鍛錬道場で日本刀について学ぶ

木山市長にインタビュー

夕食は地元でとれた野菜

を使って一緒に料理！

野菜収穫体験

広報しょうばら／ 2017.10　8 9　2017.10 ／広報しょうばら


